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23
台
が
各
校
に
配
備
さ
れ
て
い
る
。

４
．
特
別
支
援
教
育
の
状
況
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た

「
特
別
支
援
教
育
の
推
進
」
が
強
化
さ

れ
た
。

本
町
の
特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒
数

は
、
知
的
15
名
、
肢
体
３
名
、
病
弱
２

名
、
情
緒
21
名
、
言
語
８
名
、
弱
視
２

名
で
合
計
51
名
で
あ
る
。

５
．
学
校
図
書
館
の
設
置
・
利
用
状
況

に
つ
い
て

　

本
町
は
学
校
司
書
を
２
名
配
置
し
、

学
校
図
書
館
の
利
用
促
進
や
、
授
業
に

お
い
て
図
書
の
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
立
図
書
館
と
の
連
携
に
よ
り

「
ペ
ガ
サ
ス
便
」
で
補
完
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

６
．
学
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
か
ら
「
白
老
町
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
を
策
定
し
、
国
語
・
算
数
の

基
礎
学
力
の
定
着
を
図
っ
て
お
り
、
小

中
連
結
の
取
り
組
み
と
、
学
ぶ
意
欲
と

表
現
力
、
思
考
力
や
判
断
力
を
高
め
る

た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
事
業
と

し
て
学
習
支
援
員
を
、
白
老
小
と
萩
野

小
に
配
置
し
、
算
数
の
授
業
を
充
実
さ

せ
て
き
た
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
小
学
校

低
学
年
か
ら
英
語
に
親
し
む
教
育
を
推

進
し
て
い
る
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、「
学

校
教
育
施
設
と
環
境
整
備
に
つ
い

て
」
及
び
「
東
日
本
大
震
災
後
の
復

興
状
況
と
課
題
」、「
防
災
教
育
と
公

民
連
携
に
お
け
る
公
共
施
設
整
備
と

運
営
に
つ
い
て
」（
道
外
視
察
）
の

所
管
事
務
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
３
月
会
議
で
報
告
し
た
。

学
校
教
育
施
設
と
環
境

整
備
に
つ
い
て

１
．
町
立
小
中
学
校
の
概
要
に
つ
い
て

　

町
内
の
小
中
学
校
は
、
児
童
生
徒
数

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
平
成
25
年
４
月

に
萩
野
、
竹
浦
、
虎
杖
の
３
中
学
校
が

統
合
し
て
「
白
翔
中
学
校
」
と
な
っ
た
。

ま
た
、
平
成
28
年
４
月
に
は
社
台
、
白

老
、
緑
丘
の
３
小
学
校
が
「
白
老
小
学

校
」
と
し
て
再
編
統
合
さ
れ
た
。

現
在
は
小
学
校
４
校
、
中
学
校
が
２
校

と
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

２
．
町
立
小
中
学
校
耐
震
化
に
つ
い
て

　

本
町
の
耐
震
化
状
況
は
、
萩
野
小
学

校
が
平
成
30
年
度
に
工
事
予
定
で
、
他

校
は
完
了
済
み
で
あ
る
。

耐
震
化
率
は
95
％
で
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。

３
．
教
育
資
材
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
状
況
は
パ
ソ
コ

ン
１
８
１
台
、
電
子
黒
板
10
台
、

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
33
台
、
実
物
投
影
機

委
員
会
意
見

①
町
立
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
は
、

95
％
と
全
道
・
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

お
り
、
平
成
30
年
度
で
全
校
の
耐
震
化

が
終
了
す
る
予
定
に
つ
い
て
は
評
価
に

値
す
る
。

②
パ
ソ
コ
ン
Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
期
限
が

迫
っ
て
お
り
、
計
画
的
に
更
新
を
図
る

べ
き
で
あ
る
。

③
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
育
ニ
ー
ズ
と
、
必
要
な
支
援

を
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
取
り
組
み

は
一
定
の
評
価
を
す
る
。

④
２
名
の
学
校
司
書
の
配
置
に
よ
り
、

学
校
図
書
館
が
整
理
・
整
頓
さ
れ
、
利

用
し
や
す
い
状
況
に
つ
い
て
は
評
価
し

た
い
。
し
か
し
、
標
準
冊
数
を
満
た
し

て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て
は
増
冊
が
望

ま
れ
る
。

⑤
現
地
調
査
し
た
学
校
の
中
に
は
、

「
教
研
式
標
準
学
力
検
査
Ｎ
Ｒ
Ｔ
結

果
・
考
察
」
を
用
い
て
５
段
階
評
価
し
、

評
価
の
低
い
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
姿
勢
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
結
果

を
考
慮
し
、
宿
題
を
出
す
な
ど
合
理
的

な
取
り
組
み
は
評
価
に
値
す
る
。

⑥
「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
つ
い
て
、
本

町
の
小
中
学
校
の
「
要
保
護
・
準
要
保

護
」
認
定
率
は
約
29
％
と
な
っ
て
お
り
、

全
道
・
全
国
平
均
よ
り
高
い
。

　

教
育
委
員
会
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

「
子
ど
も
の
貧
困
」
は
町
全
体
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
対
策
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。

白
老
牛
の
需
要
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家
の
課
題
の
把
握

に
努
め
、
特
に
肥
育
生
産
頭
数
の
増
加

に
取
り
組
み
、
対
策
が
遅
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
町
の
重
要
課
題
と
捉
え
、
畜

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
早
期
に
有
効
な

対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

次
代
を
担
う
若
手
畜
産
農
家
の
白
老

牛
生
産
へ
の
「
思
い
」
に
触
れ
、
白
老

町
の
産
業
の
根
幹
で
あ
る
１
次
産
業
の

重
要
性
と
、
２
０
２
０
年
の
象
徴
空
間

開
設
に
向
け
た
ま
ち
全
体
を
挙
げ
て
の

取
り
組
み
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
認

識
さ
れ
る
有
意
義
な
懇
談
と
な
っ
た
。

小
委
員
会

　

議
会
広
報
１
５
８
号
の
編
集
・
発
行

学校教育施設と環境・先進地視察
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歳
入
減
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

た
。

　

特
に
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
顕
著
で
、

役
場
庁
舎
や
公
民
図
書
館
は
築
50
年
が

経
過
し
て
お
り
、
町
民
ニ
ー
ズ
が
高
い

図
書
館
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
た
。

⑵　

平
成
21
年
に
「
紫
波
町
公
民
連
携

基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
有
地
を
活
用
し
、

公
民
連
携
に
よ
っ
て
公
共
及
び
民
間
施

設
な
ど
の
立
地
を
図
り
、
経
済
開
発
を

含
め
た
複
合
的
な
効
果
を
狙
っ
た
事
業

で
あ
る
。

⑶　

公
民
の
連
携
に
よ
っ
て
、
「
オ

ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
全
体
の
事
業

費
総
額
が
、
１
５
０
億
円
か
ら
２
分
の

１
程
度
に
圧
縮
さ
れ
た
。

　

「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
内

容
は
、
県
立
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
建
設
や
、
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
に

は
図
書
館
が
設
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

集
会
や
趣
味
、
催
事
な
ど
Ｐ
Ｐ
Ｐ
※
１

手
法
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
に
は
Ｐ

Ｆ
Ｉ
※
２
手
法
で
役
場
庁
舎
が
入
居
し
、

土
地
代
は
賃
貸
方
式
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
住
宅
地
の
分
譲
や
、

町
民
広
場
な
ど
も
大
い
に
活
用
さ
れ
て

い
た
。

視
察
意
見

　

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
公

共
・
民
間
の
施
設
が
集
約
さ
れ
、
町
民

の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
な
ど
に
活
用
さ
れ

て
い
た
。

　

ま
た
、
図
書
館
や
買
い
物
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
用
途
に
よ
っ
て
複
合
化
さ
れ

た
本
事
業
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
町
民

の
利
便
性
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　

白
老
町
も
役
場
庁
舎
を
含
め
て
、
施

設
の
老
朽
化
は
今
後
、
大
き
な
課
題
で

あ
る
。

　

公
民
の
連
携
に
よ
っ
て
、
従
来
の
公

共
事
業
費
を
大
幅
に
削
減
し
、
民
間
活

力
を
最
大
に
生
か
し
た
本
計
画
を
ぜ
ひ

参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
岩
手
県
釜
石
市
「
東
日
本
大
震
災

後
の
復
興
状
況
と
課
題
、
並
び
に
防
災

教
育
」

　

岩
手
県
釜
石
市
の
人
口
は
約
３
万
６

０
０
０
人
で
、
県
の
南
東
部
に
位
置
す

る
三
陸
漁
場
と
、
典
型
的
な
リ
ア
ス
海

岸
で
あ
り
、
鉄
や
石
炭
を
柱
と
し
た
東

北
地
方
有
数
の
重
工
業
の
ま
ち
で
も
あ

る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
が
世
界
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
大

震
災
で
は
、
地
震
に
加
え
大
津
波
が
来

襲
し
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

被
災
後
、
「
ス
ク
ラ
ム
釜
石
復
興
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
「
撓
（
た
わ
）
ま

ず
屈
（
く
っ
）
せ
ず
」
を
合
言
葉
に
、

市
民
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
特
に
防
災
教
育
に
積
極
的
だ
。

⑴　

死
亡
者
数
が
１
０
６
２
人
と
、
多

く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
全
戸
数
の
29
％
に
あ
た
る
４

７
０
５
戸
が
被
災
し
た
。

　

地
域
で
開
催
の
「
防
災
訓
練
」
に
、

児
童
生
徒
や
住
民
の
参
加
が
少
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
「
子
ど
も
の
安
全
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
た
「
津
波
防
災
教
育
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

⑵　

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、

群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
で
あ
っ
た
。

　

平
成
20
年
か
ら
２
カ
年
計
画
で
、

「
釜
石
に
地
震
・
津
波
は
必
ず
来
る
」

「
子
供
た
ち
の
犠
牲
者
は
一
人
も
出
さ

な
い
」
、
と
い
う
取
り
組
み
を
大
学
、

市
防
災
課
、
教
育
委
員
会
の
連
携
で
始

ま
っ
た
。
学
校
に
お
い
て
は
「
津
波
が

来
た
ら
率
先
し
て
逃
げ
る
」
と
い
う
行

動
を
起
こ
す
、
こ
と
を
徹
底
し
て
教
育

し
た
。

⑶　

震
災
時
、
引
率
の
教
師
を
含
め
て

各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
は
、
全
員
が

避
難
指
示
に
従
い
行
動
し
た
。

保
護
者
が
連
れ
帰
っ
た
５
名
以
外
、
子

供
た
ち
の
犠
牲
者
は
、
一
人
も
出
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

後
に
、
「
釜
石
の
奇
跡
」
と
讃
え
ら

れ
た
。

視
察
意
見

　

平
成
20
年
当
時
の
釜
石
で
は
、
今
後

10
年
以
内
に
「
宮
城
県
沖
地
震
」
が

99
％
の
確
率
で
発
生
す
る
。
ま
た
、
こ

の
地
震
に
伴
う
「
津
波
に
襲
わ
れ
る
」
、

と
い
う
こ
と
が
片
山
教
授
の
指
摘
で
予

測
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
後
の
復
興

状
況
と
課
題
、
並
び
に
防
災

教
育
及
び
公
民
連
携
に
よ
る

公
共
施
設
整
備
と
運
営
に

つ
い
て
（
道
外
視
察
）

１
．
岩
手
県
紫
波
町
「
公
民
連
携
に
よ

る
公
共
施
設
整
備
と
運
営
に
つ
い
て
」

　

紫
波
町
は
、
人
口
約
３
万
２
０
０
０

人
で
、
岩
手
県
の
中
部
に
位
置
す
る
紫

波
郡
の
町
で
あ
り
、
盛
岡
市
の
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
は
今
も
増
加
し
て

い
る
。

⑴　

紫
波
町
の
公
民
連
携
基
本
計
画
で

あ
る
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

「
オ
ガ
ー
ル
」
と
は
、
方
言
の
成
長
を

意
味
す
る
「
お
が
る
」
と
、
フ
ラ
ン
ス

語
で
「
駅
」
の
意
味
で
あ
る
。

　

平
成
16
年
か
ら
、
職
員
の
削
減
や
民

間
活
力
に
よ
る
行
政
手
法
の
導
入
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
が
、
長
引
く
経
済
の

低
迷
や
、
地
方
交
付
税
の
減
少
に
伴
う

　

当
初
は
、
大
人
を
対
象
と
し
た
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
た
が
、
広
が
ら
な

い
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
供
た
ち
に
対
す

る
徹
底
し
た
「
津
波
防
災
教
育
」
に
切

り
替
え
た
。

　

結
果
的
に
、
大
人
た
ち
へ
の
浸
透
も

図
ら
れ
、
子
供
た
ち
の
犠
牲
者
は
一
人

も
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

「
防
災
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
得

る
」
こ
と
は
、
人
的
被
害
を
少
な
く
し
、

日
頃
か
ら
の
、
「
防
災
教
育
・
訓
練
」

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

※
１　

公
民
が
連
携
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
。

※
２　

公
共
施
設
等
の
設
計
、
建
設
、

維
持
、
管
理
及
び
運
営
に
、
民
間
の

資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
民
間
主
導
で
行

う
こ
と
で
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
こ
と
。
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〔
平
成
28
年
度
補
正
予
算
〕

◎
定
例
会
１
月
会
議

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

◎
定
例
会
３
月
会
議

▼
墓
園
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▼
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼
港
湾
機
能
施
設
整
備
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

〔
平
成
29
年
度
予
算
〕

▼
一
般
会
計
予
算　

（
反
対
・
森
議
員
、
大
渕
議
員
）

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予

算▼
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
港
湾
機
能
施
設
整
備
事
業
特
別
会
計

予
算

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会

計
予
算

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計

予
算

▼
水
道
事
業
会
計
予
算

▼
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
予
算

◎
定
例
会
１
月
会
議

▼
白
老
町
学
校
給
食
特
別
会
計
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
墓
園
造
成
事
業
特
別
会
計
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
定
例
会
３
月
会
議

▼
白
老
町
墓
園
造
成
事
業
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
福
祉
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
営
牧
野
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
仙
台
藩
白
老
元
陣
屋
資
料
館
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

◎
定
例
会
３
月
会
議

▼
陳
情
第
１
号　

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
及

び
第
３
商
港
区
事
業
に
係
る
百
条
委
員

会
開
催
に
関
す
る
陳
情
書
（
提
出
者　

林　

充
紀
氏
）
議
会
運
営
委
員
会
に
付

託◎
定
例
会
２
月
会
議

▼
取
得
財
産
…
土
地
・
建
物
・
物
件

民
族
共
生
象
徴
空
間
用
地
確
保
等

取
得
予
定
金
額
…
２
億
４
９
３
５
万
２

４
１
５
円

◎
定
例
会
３
月
会
議

▼
処
分
財
産
…
土
地

民
族
共
生
象
徴
空
間
整
備
用
地
と
し
て

売
却

処
分
金
額
…
３
億
６
５
５
５
万
５
１
１

５
円

◎
定
例
会
１
月
会
議

▼
議
員
の
派
遣
承
認

◎
定
例
会
３
月
会
議

▼
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
議
員
の
派
遣
承
認
に
つ
い
て

◎
定
例
会
３
月
会
議

▼
「
準
要
保
護
世
帯
」
に
対
す
る
就
学

援
助
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

▼
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現

と
夜
勤
交
替
制
労
働
の
改
善
を
求
め
る

意
見
書

▼
無
料
公
衆
無
線LA

N

（W
i-Fi

）
環

境
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

▼
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
運
用
で
き
る

「
民
泊
」
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

◎
定
例
会
３
月
会
議

▼
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

▼
財
政
的
援
助
団
体
等
の
監
査
の
結
果

報
告

▼
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報

告▼
諸
般
の
報
告

（
各
所
管
事
務
調
査
の
報
告
）

■日時
　６月16日（金）　10時　議案説明会
　　　20日（火）　10時　一般質問
　　　21日（水）　10時　一般質問
　　　22日（木）　10時　一般議案
　　　23日（金）　10時　予備日

■会場　議会議事堂（役場２階）
＊日程は変更になることもありますので、詳し
くは議会事務局までお問い合わせください。
☎　82－6620

　

　傍聴される方が会議の内容を理解しやすいよ
う、議案の貸し出しや審議資料を配付していま
す。
　ぜひご利用ください。

陳　

情

財
産
取
得

財
産
処
分

条　

例

予　

算

意
見
書

報　

告

発
議
案
等

定
例
会
１・２・３
月
会
議

〜
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
〜
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雪
解
け
が
進
み
、
本
町
に
お
い
て
も

春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
。

３
月
は
議
場
に
お
い
て
、
本
会
議
・
予

算
等
審
査
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

議
場
で
の
議
論
が
最
も
多
く
行
わ
れ
て

い
る
月
で
あ
る
。　

　

本
会
議
に
お
い
て
は
、
代
表
質
問
５

名
・
一
般
質
問
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
と
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
特
に

『
町
立
病
院
』
に
つ
い
て
議
論
が
多
く

交
わ
さ
れ
た
印
象
が
あ
る
。
現
在
の
町

立
病
院
は
昭
和
41
年
に
建
築
さ
れ
、
築

年
数
は
50
年
以
上
経
過
を
し
て
い
る
。

　

建
築
当
時
と
現
在
で
は
、
本
町
に
お

け
る
状
況
も
大
き
く
変
化
し
、
病
院
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
著
し
い
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
高

齢
化
率
の
上
昇
。
本
町
の
高
齢
化
率
は

40
％
を
超
え
、
２
０
４
０
年
に
は
49
・

３
％
に
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
町
に
お
け
る
地
域
医
療

の
あ
り
方
は
、
町
立
病
院
の
建
築
当
時

と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　

町
立
病
院
の
改
築
で
、
新
た
な
る
診

療
科
に
期
待
の
声
。
財
源
が
逼
迫
す
る

と
の
不
安
の
声
。
期
待
と
不
安
が
入
り

混
じ
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
医
療
体
制
づ

く
り
に
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
病
院
改

築
に
む
け
て
大
き
く
動
き
始
め
た
。
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／
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白
老
町
議
会
広
報
広
聴
小
委
員
会
（
☎
0144-82-6620）

印
刷
／
ひ
ま
わ
り
印
刷
株
式
会
社 編　

集　

後　

記

定例会６月会議

手続き不要。傍聴お待ちしています。

6月20日～22日の予定です

■
定
例
会
・
委
員
会
等

【
１
月
】

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

定
例
会
１
月
会
議

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　

広
報
広
聴
小
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

20
日　

民
族
共
生
象
徴
空
間
整
備
推
進

　
　
　

・
活
性
化
に
関
す
る
調
査
特
別

　
　
　

委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

24
〜
26
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

道
外
視
察

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

定
例
会
１
月
会
議

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
協
議
会

【
２
月
】

６
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

９
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

定
例
会
２
月
会
議

　
　
　

全
員
協
議
会

13
日　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　

産
業
厚
生
分
科
会

14
日　

民
族
共
生
象
徴
空
間
整
備
推
進

　
　
　

・
活
性
化
に
関
す
る
調
査
特
別

　
　
　

委
員
会

　
　
　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

15
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
分
科
会

21
〜
22
日　

議
案
説
明
会

21
日　

出
前
ト
ー
ク

22
日　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
協
議
会

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

広
報
広
聴
小
委
員
会

【
３
月
】

７
日　

定
例
会
３
月
会
議

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

定
例
会
３
月
会
議

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

９
日　

定
例
会
３
月
会
議

10
日　

定
例
会
３
月
会
議

14
〜
17
日　

予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

14
日　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
協
議
会

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

定
例
会
３
月
会
議

27
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　現在、議会中継が行われている定例会、予算・決
算特別委員会、議案説明会のほか、４月からは特別
委員会（現在は民族共生象徴空間整備に関する調査
特別委員会が設置）も中継することとなりました。
　傍聴に来られないときにも議会を身近に感じてい
ただければと思います。

　平成28年度（平成28年４月１
日から平成29年３月31日まで）
の議会への公文書開示請求はあ
りませんでした。

白老町情報公開条例に基づく
公文書の開示状況

インターネット中継インターネット中継

議会中継議会中継
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